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 シリカ膜、ゼオライト膜、パラジウム膜などの無機膜は、優れた透過分離性能、機械

的強度・耐熱性・耐薬品性等を有している。無機膜を用いた分離技術は、蒸留法や吸着法

などの手法と比較して、エネルギー消費量を大幅に削減でき、また、プラントなどの設備

を小型にできる可能性を有している。革新的生産プロセスを実現できる技術として、ガス

や炭化水素等の分離・精製への適用が検討されている。また、水素社会構築に不可欠な水

素分離膜としても開発が進められており、温室効果ガスの排出削減に大きく貢献する革新

的技術として期待されている。 

無機膜研究センターでは、対向拡散 CVD 法により作製するシリカ膜、ピュアシリカゼオ

ライト膜、細孔内充填型パラジウム膜など、独自の特長を有する無機膜について研究開発

を進めるとともに、産業界と連携して無機膜を用いた革新的環境・エネルギー技術の実用

化・産業化に向けた取り組みを積極的に進めている。 

地球温暖化防止やエネルギーセキュリティーなどの観点から水素社会の構築が必要であ

り、そのためには、水素を安価にかつ効率的に輸送・貯蔵する技術が必要である。現在、

エネルギーキャリアとして検討されているのは、メチルシクロヘキサン（MCH）などの有

機ハイドライド、アンモニア、液体水素などである。当センターでは、水素キャリアとし

て MCH を採用し、脱水素反応を対象に、NEDO 殿から「水素利用等先導研究開発事業／エネ

ルギーキャリアシステム調査・検討／水素分離膜を用いた脱水素」を千代田化工建設殿と

共同で受託している。脱水素触媒と水素分離シリカ膜を組み合わせ、1ステップで MCH の

脱水素反応と水素精製を行えるメンブレンリアクター（膜反応器）の開発に取り組んでい

る。すでに、メンブレンリアクターによる MCH の脱水素反応において、MCH の転化率が向

上することを確認しており、メンブレンリアクターを実機に適用することによる効果があ

ると考え、現在、低コストシール法と効率的に熱を供給する方式を組み合わせた実用的な

モジュール構造の開発や、シリカ膜の耐久性の確認等を進めている。この手法を応用する

ことで、将来的には、これまで必要であった分離・精製工程が簡略化でき蒸留塔が不要と

なるものと期待している。 

排出される CO2を有効に利用（CCU:Carbon Capture and Utilization）する観点から、

NEDO 殿から「次世代火力発電等技術開発／次世代火力発電基盤技術開発／CO2有効利用技術

開発」を JFE スチール殿と共同で、昨年度後半より受託し CO2 固定化・有効利用技術の動向

を調査した。今回、CO2からのメタノール合成の課題点についてもご紹介する。 

ABSTRACT 



無機膜を用いた革新的環境・エネルギー技術の実用化・産業化に向け、当センターで

は、平成 28 年 4 月に無機膜・支持体メーカーおよびそのユーザー企業を会員とする「産

業化戦略協議会」を設立した。現在の会員数は 18社で、主な活動は、①ニーズ・シーズ

マッチング、ロードマップ策定等を行う「研究会」活動、②①の成果に基づく国費事業等

の企画・立ち上げ、③研究員派遣 （有償／無償）の受け入れ、④会員からの技術相談の

受付、⑤会員限定セミナーや研修会の開催、⑥会員企業へのニーズ・シーズ情報の提供

等、多様な活動を行っている。①については、3つの研究会（CO2分離、水素製造、信頼性

評価手法等の共通基盤）およびその下部組織である作業部会で、国費による事業立ち上げ

を目標に活動を進めている。 

今回の報告では、「無機膜研究センターの研究成果と今後の計画」ついて紹介する。 

 


